
Pick up

おごせ
教育

おごせっ子広場
町内の小中学校や町の行事
等に参加するこどもたちを写
真で紹介するコーナーです。

※令和8年5月1日現在の
予定です。変更になる場
合もありますのでご了承
ください。

▶詳細は二次元コ
ードから読み取り
をお願いします。

町関連事業
・無名戦士之墓慰霊大祭（9日）
・こどもフェスティバル（17日）

・こどもおはやし大会（7日）

・越生まつり

・町スポーツフェスティバル
（4日）

・黒山鎌北湖駅伝大会（6日）

・ちびっ子駅伝（7日）

越生中学校

・体育祭（16日）

・前期終業式（9日）
・後期始業式（13日）
・合唱コンクール

（22日）
・光耀祭（7日）
・ロードレース大会（27日）

・修学旅行（27～29日）
・社会体験チャレンジ

（27～29日）

・3年生を送る会（10日）
・卒業式（15日）
・修了式（25日）

梅園小学校

・運動会（23日）

・修学旅行（1～2日）
・前期終業式（9日）
・後期始業式（13日）
・宿泊学習（29～30日）

・校内音楽会（7日）

・持久走大会（5日）

・6年生を送る会（2日）
・卒業式（23日）
・修了式（25日）

越生小学校

・運動会（23日）

・修学旅行（1～2日）
・前期終業式（9日）
・後期始業式（13日）
・宿泊学習（29～30日）

・校内音楽会（7日）

・持久走大会（5日）

・6年生を送る会（24日）

・卒業式（23日）
・修了式（25日）

5 月
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7月

10月
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令和 8（2026）年度 越生町立小・中学校等の主な行事予定（抜粋）を
お知らせします。

4 月 8日（水）の入学式では、43
名の新入学児童を迎え、全校児童
238名で令和8年度がスタートし
ました。少し大きめのランドセルを
背負い、緊張した様子で登校した
1年生でしたが、入学式の呼名で
は大きな声で返事をすることがで
きました。早く学校に慣れて、楽し
く学校生活を送ってほしいです。

越 生 小 学 校

令和8年度の入学式では9名の
新入生を迎え、全校児童68名でス
タートしました。1年生はみんな
元気な声で返事ができました。ス
ローガンは「まなびあい ひびき
あい つながりあうみんなの梅
小」です。よろしくお願いいたし
ます！

梅 園 小 学 校

4 月 8日（水）に令和 8年度第
80回入学式並びに前期始業式が
行われ、64名の新入生が越生中学
校に仲間入りしました。愛・感動・
夢あふれる学校で、先輩たちのよ
うに、授業・行事・部活動に燃え、越
中生としての自信と誇りを育てて
いきましょう。

越 生 中 学 校
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さ
い
た
ま
市
の
埼
玉
県
立
歴
史

と
民
俗
の
博
物
館
で
開
催
さ
れ
て

い
る
「
特
別
展

埼
玉
の
宝
物
〜

人
が
守
り
伝
え
た
文
化
財
〜
」
を

見
学
し
て
き
ま
し
た
。
館
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
２０
周
年
を
記
念
し
て
、

県
内
に
あ
る
、
平
成
１１
年
度
以
降

に
指
定
さ
れ
た
国
・
県
指
定
文
化

財
の
中
か
ら
、
彫
刻
・
絵
画
・
古

文
書
・
考
古
資
料
・
民
俗
資
料
な

ど
３０
件
約
３
０
０
点
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。ひ
い
き
目
抜
き
に
、展

覧
会
場
で
一
番
目
立
っ
た
の
は
越

生
町
の
文
化
財
で
し
た
。

木
造
五
大
明
王
像（
黒
岩
区
蔵
）

平
成
１２
年
３
月
１７
日
指
定ご

特
別
展
の
主
役
は
、
黒
岩
の
五

だ
い
そ
ん

ご
だ
い
み
ょ
う
お
う
ぞ
う

大
尊
こ
と
五
大
明
王
像
で
す
。中

ふ
ど
う

ぐ
ん
だ

り

央
に
不
動
明
王
像
、
右
に
軍
荼
利

だ
い
い
と
く

明
王
像
と
大
威
德
明
王
像
、
左
に

こ
ん
ご
う
や
し
ゃ

ご
う
ざ
ん
ぜ

金
剛
夜
叉
明
王
像
と
降
三
世
明
王

像
が
並
ん
で
い
ま
す
。
五
大
明
王

だ
い
に
ち
に
ょ
ら
い

け
し
ん

ぶ
っ

は
、大
日
如
来
の
化
身
と
し
て
、仏

ぽ
う法
に
従
わ
な
い
者
を
教
化
す
る
使

者
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
お
ら
か

で
個
性
的
な
作
風
か
ら
、
平
安
時

代
末
期
の
在
地
仏
師
に
よ
る
制
作

と
考
え
ら
れ
、
五
体
揃
っ
て
伝
存

す
る
中
世
以
前
の
明
王
像
と
し
て

は
県
内
唯
一
の
も
の
で
す
。

け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く
り
ょ
う
か
い
ま
ん
だ
ら

絹
本
着
色
両
界
曼
荼
羅
（
法
恩

寺
蔵
）
平
成
１８
年
３
月
１８
日
指
定

た
い
ぞ
う
か
い

こ
ん
ご
う
か
い

胎
蔵
界
曼
荼
羅
と
金
剛
界
曼
荼

し
ん
ご
ん
み
っ
き
ょ
う

羅
か
ら
成
る
、
真
言
密
教
の
宇
宙

観
を
表
現
し
た
仏
教
絵
画
で
、
絹

地
に
色
絵
具
で
大
日
如
来
を
中
心

に
諸
尊
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
胎

蔵
界
は
母
の
胎
内
の
よ
う
な
大
日

如
来
の
慈
愛
を
、
金
剛
界
は
そ
の

ち

え

堅
固
な
智
慧
を
表
し
て
い
ま
す
。

左
の
胎
蔵
界
曼
荼
羅
は
県
下
最
古

の
鎌
倉
時
代
末
期
、
右
の
金
剛
界

曼
荼
羅
は
室
町
時
代
中
期
以
前
の

作
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

せ
っ
そ
う
ば
こ

か
い
た
い
ば
こ

説
相
箱
と
戒
体
箱（
法
恩
寺
蔵
）

平
成
２８
年
３
月
１５
日
指
定

ほ
う
え
法
会
に
用
い
る
衣
装
や
法
具
な

ど
を
収
め
る
説
相
箱
３
点
と
、
儀

ふ
た
つ

式
の
作
法
書
な
ど
を
収
め
る
蓋
付

き
の
戒
体
箱
１
点
で
、
木
箱
の
表

こ
ん
ご
う
ば
ん

ち
ょ
う
き
ん
か
な
ぐ

面
は
金
銅
板
と
彫
金
金
具
で
装

飾
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
底

に
っ
さ
い
ぐ
ん

板
に「
入
西
郡
越
生
郷
報
恩
寺
」の

銘
が
あ
り
、
説
相
箱
の
１
点
に
は

お
う
え
い

応
永
５
年
（
１
３
９
８
）
に
法
恩

ち
ゅ
う
こ
う
か
い
ざ
ん

え
い
ど
ん

寺
を
中
興
開
山
し
た
栄
曇
の
名ぶん

が
見
え
ま
す
。
ほ
か
２
点
に
は
文

め
い明

１６
年
（
１
４
８
４
）
の
、
戒
体

箱
に
は
同
１８
年
の
年
紀
と
中
興
三

ら
い
ど
ん

世
頼
曇
の
名
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。「
県
の
工
芸
史
上
ま
た
は
文
化

史
上
貴
重
な
も
の
で
芸
術
的
に
価

値
が
高
い
も
の
」
と
し
て
指
定
さ

れ
ま
し
た
。（
説
相
箱
は
一
辺
約
３０

㎝
・
高
さ
約
１０
㎝
、
戒
体
箱
は
縦

約
３４
㎝
×
横
９．３
㎝
×
高
さ
９．６
㎝
）

法
恩
寺
の
仏
教
絵
画

館
内
の
常
設
展
示
室
第
４
室
で

は
、
法
恩
寺
所
蔵
の
「
絹
本
着
色

こ
う
や
み
ょ
う
じ
ん

に

う

高
野
明
神
像
・
丹
生
明
神
像
」

（
国
指
定
重
要
文
化
財
）、
今
後
の

指
定
が
待
た
れ
る
優
れ
た
作
品
で

こ
う
ぼ
う
た
い
し

あ
る
室
町
時
代
の「
弘
法
大
師
像
」

し
し
ょ

「
弘
法
大
師
・
高
野
四
所
明
神
像
」

さ
ん
す
い
び
ょ
う
ぶ

と
、
江
戸
時
代
の
「
山
水
屏
風
」

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

県指定文化財「絹本着色両界曼荼羅」（両幅とも幅約122cm）

「越生の宝物」拝観記

No.207
越生浪漫

県指定文化財「金剛装説相箱及び戒体箱」

県指定文化財「木造五大明王像」（不動明王の像本体は高さ 89.3cm）

国指定重要文化財「絹本着色高野明神・丹生明神像」

特別展のポスターとチラシ
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